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看護ケアの質改善につながる 
看護 QI システム

　東京臨海病院では，「Web 版看護ケア
の質評価総合システムを用いた看護の質
評価に関する研究」（科学研究費助成事
業）への協力（2006～2008 年度）を
経て，2010 年度から隔年で 12 病棟が

「看護ケアの質評価・改善システム（以

下，看護 QI システム）」による質評価を受
け，看護ケアの質改善に取り組んでいま
す。
　看護 QI システムでは，看護の質を，3
つの側面（構造，過程，アウトカム）と，
6 つの領域（患者への接近，内なる力を
強める，家族の絆を強める，直接ケア，
場をつくる，インシデントを防ぐ）の評
価指標を用いて評価します。6 つの領域
は，2000 年以前の研究の初期段階に開
発されたものですが，現在の臨床現場に
も見事にマッチしています。また，この
システムは，看護ケアの“過程評価”を
行うことができるのが大きな特徴であ
り，過程の厳密な評価により，看護ケア
の質改善につなげることができると示さ
れています。
　看護 QI システムでは，自己評価，患
者の評価，第三者の評価のデータから，
ケアの質についての評価結果と，質向上
を目指した改善点についての報告書（リ
コメンデーション）を作成し受審施設に
フィードバックします。

分かりやすく，すぐに役立つ内容

　本書では，評価指標の開発，評価の実
際，看護ケアの質改善に向けてどのよう
に取り組むかが，「看護ケアの質評価と
改善活動の動向・改善への取り組み」「看
護ケアの質の評価」「看護ケアの質改善」
の3 つのChapter で，詳細かつ分かりや
すく示されています。
　Chapter 3 で紹介されている，評価を

改善につなげる「FOCUS PDSA」の 9
つのステップは，看護師長との学習会で
すぐにでも共有したい内容となっていま
す。また，実際に質改善に取り組んだ事
例を基に，病棟での質改善のポイントを
紹介している「評価と改善の事例」で
は，「看護師長さんの頭の中」という視
点がとてもユニークでした。
　さらに Chapter 1 で「看護 QI システ
ムにできること」として提示されている
7 つの項目（看護ケアの改善のポイント
が明確になる，Unit Base で評価でき
る，病棟の目標設定の方向性を検討でき
る，経営戦略やマネジメントに活用でき
る，評価対象の拡大，「業務改善」から

「ケアの質向上」へ，ベンチマークとし
てデータを示すことができる）にも着目
する価値が大いにあります。

課題解決の糸口が見つかる

　今回，本書で，看護 QI システムの開
発に至るまでの有用な知見や，評価の仕
組み，改善につなげるための詳細な方策
に触れ，2020 年に受審した際の質評価
報告書を見直しました。報告書では，

「現在も続くコロナ禍での看護の質改善
の糸口になるのではないか」「管理者育成
に活用できるのではないか」，そう思わ
ずにはいられない内容が網羅されていま
した。これこそが本書が誕生した意義で
はないかと勝手に解釈しています。
　看護部長として，タスクに追われてい
るスタッフの現状を受け止め，改善して
いくのはもちろんのこと，私たちは看護
のプロであり，当然，看護の質向上への
こだわりは捨てられないと心底感じてい
ます。本書との出会いは，日頃悩まされ
ている「なぜそうなる？」と思ってしま
う現象が，看護の質評価と改善活動によ
り，なんとかなるのではないかという期
待を持たせてくれるものとなりました。

忙しい日々の中での質向上への
こだわりに希望が持てる 1 冊
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